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ペーロン大会が開催されました

自治会・地区大会ペーロン
今年も福田に夏の始まりを告げるペーロン大会が各地で開催されました。今年は大会当日の早朝

に大雨が降り、開催が厳しい状況でしたが、各会場で漕ぎ手たちが力強い櫂さばきを見せるころに

は空も一気に晴れ渡り、どの会場も大盛り上がりでした。

７月26日（日）松が枝国際観光ふ頭に

おいて、長崎ペーロン選手権大会が開催

され、福田東部チームが参加しました。

ジリジリと肌に突き刺さるような猛暑

の熱い日差しの中、予選レースを２位の

好位置に付け通過、準決勝に挑みました

が、惜しくも決勝進出はなりませんでし

た。

選手並びに関係者の皆さま大変お疲れ

様でした。来年に向け更なる飛躍を期待

したいと思います。

長崎ペーロン選手権大会

各大会の事前準備や当日の運営等に携わった関係者の皆さまは、本当にお疲れ様でした。毎年

暑さが厳しさを増し、また、今年は天候不順もあって、大会の開催も非常に難しかったものと思

います。これからも福田地区伝統のペーロンを、支えていただければと思います。

手熊町と小江町は天候不

良のため、残念ながら大

会中止となりました。来

年の開催を楽しみにして

おります。

柿泊町（6月7日開催） 福田本町（6月7日開催） 小浦町（6月7日開催）

大浜町（6月7日開催） 福田地区大会（6月21日開催）



ふれあいあそボッ茶（手熊小学校区まちづくり協議会）

ゴミ宝探しさるく（手熊小学校区まちづくり協議会）

ながさき型地域貢献企業等に認定されました

地域貢献活動へ参加し、又は地域貢献活動休暇の制度を有する企業等を

認定する「ながさき型地域貢献企業等認定制度」をご存じですか。

７月３日（金）長崎市役所において認定式が開催され「長崎サンセッ

トマリーナ株式会社」が認定されました。多様な主体の協働による持続可

能な地域コミュニティの実現を図る「長崎サンセットマリーナ株式会社」

は「福田小学校区コミュニティ連絡協議会」に対し「地域防災訓練の運営

支援、地域防災のため災害用備蓄品を購入・寄贈するとともに、法人敷地

内にある地区防災備蓄倉庫に保管している」として、地域貢献活動の実績

により認定を受けたものです。 【松尾取締役常務

地域防災をはじめ、地域貢献活動に積極的に取り組んでいただき、誠に 執行役員(左)】

ありがとうございます。 【鈴木市長(右)】

５月23日（土）子どもと大人の交流や健康維持・推進

を目的として、レクボッチャと茶話会を合わせた「ふれ

あいあそボッ茶」が旧手熊小学校の体育館で開催されま

した。

集まった約50人の参加者で、子どもと大人のチームを

組み、３つのコートに別れてトーナメントが行われまし

た。ふれあいあそボッ茶も回数を重ね、地域でレクボッ

チャが浸透してきており、熟練の投球で最後に大逆転を

演出する場面もあるなど、楽しい中でも白熱した試合が

繰り広げられました。

レクボッチャで体を動かした後は、参加者同志でお茶

会を開催、おいしいお菓子を囲みながら、周りの人との

会話も弾み、笑顔あふれる楽しい時間となりました。

６月27日（土）手熊小学校区の住民や訪れる人が気持

ち良く快適にすごせ、安心・安全なまちづくりを目的と

した「ゴミ宝探しさるく」が開催されました。

集まった約50人の参加者が、柿泊、柿泊団地、上浦、

手熊の４コースに分かれ、それぞれのコースでは代表者

が安全マップを使い、地域の危険個所について説明や確

認を行いました。また、子どもたちと「子ども110番の

家」の場所を確認しながら、ゴミを拾いました。ゴミ拾

いでは子どもたちが競うようにゴミを探す姿が、本当に

宝探しのようで「ゴミ宝探しさるく」をとても楽しんで

いる様子が伺えました。

非常に暑い中での開催となりましたが、皆さん本当に

お疲れ様でした。



地域でがんばっている活動団体を紹介します

福田地区の「あれってなに？」

夏祭り（手熊小学校区まちづくり協議会）

今年も手熊小学校区の「手熊小校区ふれあい夏祭り」が開催されます。ご家族やお友達をお誘い

あわせのうえ、是非ご参加ください。

【開催日時】令和８年８月16日（日）16時～

【開催場所】柿泊漁港広場（※去年と同じ場所です）

【内 容】盆踊り、抽選会、龍踊り、打ち上げ花火 出店

今回は「長崎市社会福祉協議会 福田支部」について紹

介します。

長崎市社会福祉協議会は「地域における社会福祉に関す

る諸問題を、地域に住む住民が自主的にとりあげ、問題解

決のために各関係機関と協力して、住みやすい、心の通う

地域（まち）づくりを目指す」として活動されています。

右の写真は昭和60年から続く、一人暮らし高齢者への外

出の機会創出や地域との交流づくりを目的に、福田地区ふ

れあいセンターで毎月第２金曜日に実施されている「ふれ

あい食事サービス」の様子です。協議会の皆さんが準備さ

れた心のこもった食事を、参加された皆さんが周りの方々

との会話を楽しみながら、嬉しそうな様子で召し上がられ

ていました。

協議会の活動は地域の皆さんのご協力により成り立って

います。「ふれあい食事サービス」以外にも、世代間交流

事業など、多様な活動をおこなっておりますので、皆さん

も活動の担い手として参加してみませんか。詳しくは福田

地域センターへお尋ね下さい。

福田地区の史跡などを調査している時に、「あれってな

に？」と気になったものを番外編として紹介します。

国道202号線沿いの柿泊海岸から手熊町へ右折したとこ

ろに架かっている「手熊橋」、そのすぐ先のガードレール

の外側に、長方形の石碑のような石があります。石の表面

をよく見ると、一つの石には漢字で「手熊橋」、もう一つ

にはひらがなで「てぐま橋」と刻んであります。これは橋

の親柱（おやばしら）と言われるもので、橋の「顔」とし

て橋の四隅に設置されるものです。よく見ると石は４本あ

り、うち２本は途中で折れてしまったのか、他の２本にく

らべて短くなっています。今の「手熊橋」が銘板によると

「昭和47年３月竣工」とあることから、その際に撤去され、

現在の位置に設置されたのかと思われます。

詳しくはわかりませんが、地域の交通の要の役割を果た

してくれた橋の顔として、感謝の気持ちで残されたのかも

しれませんね。



皆さんは長崎市の「あじさいコール」をご存じで
しょうか。市に聞きたいことがあるが、どこに聞い
たらいいか解らない、そんな時は「あじさいコール
」をご利用ください。お問い合わせにワンストップ
で答えてくれます。また、必要に応じて担当課に直
接繋いでくれますので安心です。市役所が閉まって
いる夕方の時間や土日祝・年末年始も受付していま
すので、是非ご利用ください。

マイナンバーカードと利用者証明用電子証明書暗証番号（数字４桁の暗証番号）で、証明書のコン

ビニ交付が受けられます。また、窓口よりコンビニ交付の手数料は安くなっています。

証明書はコンビニ交付がお得です

災害に備えましょう

８月は気象庁の統計によると、１年を通して最も台風が発生する時期です、近年は毎年のように、

記録的な大雨や台風による被害が発生しています、いざという時の逃げ遅れ等による被害を防ぐた

めには、早めの避難行動と日頃の備えが重要です。

窓口交付
での手数料

コンビニ交付
での手数料

証明書の種類

400円200円住民票の写し

400円200円印鑑登録証明書

450円350円戸籍事項証明書

400円200円戸籍の附票の写し

400円200円所得・課税証明書

400円200円課税・非課税証明書

洋式
トイレ

授乳
スペース

災害耐性
避難所名

津波地震洪水土砂

〇〇〇×〇×大浜町公民館

〇〇〇〇〇×福田小学校

〇〇〇〇〇〇福田中学校

〇〇〇〇〇×小江町集会所

〇×〇〇〇×小江小浦公民館

〇〇〇〇〇〇柿泊町立公民館

〇〇〇〇〇×小江原中学校

〇〇〇〇〇〇手熊町公民館

〇×〇〇〇〇
手熊地区
ふれあいセンター

〇×〇〇〇×旧手熊小学校

〇×〇〇〇〇小浦住宅集会所

福田地区の避難所一覧【避難所】

福田地区の避難所は右の表のとおりで

す。災害耐性の欄に「×」がついている

ものは、その災害時での避難には適して

いませんのでご注意ください。

【非常用持出品】

非常用持出品は自宅から非難する際に

持ち出すもので、飲料水や食料、救急用

品、衣類などになります。あらかじめ持

ち出し用の袋に入れて、すぐに持ち出せ

る場所に用意しておきましょう。

【備蓄品】

大規模災害が発生した場合、物流や電

気やガス、水道などのライフラインがス

トップしたり、救援物資がすぐに届かな

かったりする恐れがあります。日頃から

各家庭で必要な食料などを備えておきま

しょう。


